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研究成果の概要（和文）：最初はスウェーデンのインデペンデントスクールの教育プロバイダー４つとそれらが
運営する学校を各１～２校を視察し、インデペンデントスクールの運営体制と学習空間の関係を捉えた。そこ
で、学校買収により成長するプロバイダーと新規に校舎を計画して教育的ビジョンと学習空間の関係がリンクし
ているプロバイダーの２タイプあることが分かった。後半は、後者のプロバイダーの学校に着目し、中でも個別
学習に特化したKunsukapsskolanが運営する1つの学校で１日の行動調査とアンケート調査を行い個別学習を行う
ための空間整備要素を把握した。最後には公立の学校にも好例があるため、その学校も加え家具配置の分析も行
った。

研究成果の概要（英文）：(1) We conducted a field investigation in 4 providers. We found out there 
were 2 types of providers. The first one was a provider which grew by acquiring existing schools. 
The second one was providers which built their own schools from scratch, they have their own 
educational policies and methods such as personalized education.  (2)We conducted interviews with a 
principal as well as teachers, a questionnaire to the students and one day of observational research
 in Kunskapsskolan Spanga. Students have a lot of time to learn individually at their own pace. The 
popularity of different furniture is scattered widely and this result shows there are multiple 
needs. A variety of different furniture in work spaces enables students to find their own favorite 
space. (3) We collected 98 samples of furniture from three schools. The furniture layout patterns 
are divided into ‘Social Furniture at an Intersection’ and ‘Social Furniture Centered Layout’. 

研究分野： 建築計画。特に教育施設における学習空間。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 スウェーデンにはインデペンデント・スク
ールと呼ばれる公費私設の学校がある。学校
を運営する本部は教育プロバイダーと呼ば
れ、複数の学校を運営する所もある。教育プ
ロバイダーにより合理的な運営体制を保つ
ことができるため、特色ある学校ができやす
いと考えた。教育ビジョンとそれにリンクし
た学習空間を持つ学校において、オープンス
ペースの使われ方や家具配置を明らかにす
ることで、日本のオープンスペースの再生に
役立てようとした。 

 

２．研究の目的 

研究当初はインデペンデント・スクールだ
けに着目する予定であったが、公立の学校に
も独自の教育方法と学習空間を持つ学校が
あったためあわせて調査を行い以下の３つ
が研究の目的となった。調査対象は全てスウ
ェーデンの小中学校である。 

（１）複数の学校を運営する教育プロバイダ
ーおよび学校の運営体制と学習空間構成の
関係を明らかにすること。 

（２）個別学習に特化する学校に着目し、児
童生徒の行動パターンと好きな居場所を明
らかにし、アクティブ・ラーニングのための
学習空間整備要素を把握すること。 

（３）教育の特色の異なる学校を調査し、ア
クティブ・ラーニングのためのオープンスペ
ースにおける家具配置を捉えること。 

 

３．研究の方法 

 研究の目的（１）（２）（３）と対応して、
以下の研究方法で調査を実施した。 
（１）複数の学校を運営する教育プロバイダ
ーを４つ選定しヒアリング調査を行った。ま
た各教育プロバイダーが運営する学校を１
～２校推薦してもらい、合計６校を視察した。
学校視察においてはヒアリングの他、家具配
置の実測調査を行った。調査期間は 2015 年
11月 2～6日である。 
（ ２ ） 徹 底 し た 個 別 教 育 を 提 供 す る
Kunsukapsskolan が 運 営 す る 学 校
Kunsukapsskolan Spanga において、１日行動
調査と児童生徒へのアンケート調査を行っ
た。2016 年 11 月 9 日に前年度に調査した家
具配置と合致しているか調べ、変更された点
は修正し行動調査の調査シートを完成させ
た。2日後の 11日に始業から終業までエリア
を決めて調査員 6名で児童生徒の居場所プロ
ット行った。学年が識別できるよう学年ごと
に色の異なるリストバントをつけてもらっ
た。アンケート調査は 2016 年 11月 9日にア
ンケート用紙を校長に預け、次の日の 10 日
に全校児童生徒に実施してもらい、11日に受
け取る方式とした。 
（３）インデペンデント・スクールの他、公
立学校１校も加え、計 3校におけるオープン
ススペースの家具配置実測調査を行った。調
査日時は、上記（１）（２）の同時期である。 

４．研究成果 
 研究の目的および方法（１）（２）（３）と
対応させて以下に結果を示す。 
（１）教育プロバイダーの運営体制と学習空
間構成の関係を図１に示した。学校買収系プ
ロバイダーは、各学校が主体となって教育内
容や空間の使い方を決める学校現場主導型
の運営をしている。校舎は中廊下や片廊下の
伝統的な教室配置であることが多く、教室中
心に授業が進められる。一方、新規開設系プ
ロバイダーは、プロバイダーが教育ビジョン
を打ち出し、それに合わせて学習空間が整備
されていた。教室に隣接してオープンスペー
スがあり、オープンスペースも重要な学習場
所となっていた。 
 

 
 
（２）Kunsukapsskolan Spanga では、ワーク
ショップと呼ばれる個別学習の時間が約７
割を占める。１教科につき１週間に１回がク
ラスで集合しての講義の時間で、その他は全
てワークショップの時間となる。児童生徒の
行動をみると、講義で使われていない教室は、
ワークショップの個別学習のための空間と
して使われていた。オープンスペースにも教
室にも児童生徒は個人や友達とグループに
なって分散する（図 2）。アンケート調査では、
校舎図面に家具が描いてあるシートに①一
人で勉強する所、②友達と勉強する所に分け
て、使う部分に丸をしてもらった。すると、
どの場所も選ばれており、様々なニーズがあ
ることが分かった。回答数は表 1に示す。 
 

 
（調査日に季節外れの大雪が降り登校した児童生徒・教員が少なかったた

め、得られた回答から比較的回収できた学年で集計した。） 

  
 児童生徒の行動観察調査より、ワークショ
ップでは半数以上が ICT機器を用いた学習を

図１ プロバイダーの運営体制と学習空間の関係 

 

表１ アンケートの回答数 

 



行っていた。ポータブルタイプの ICT機器に
よって学校内の至る所が学習空間となる。図
３では、教室や場所ごとに使い方が規定され
るのではなく、フレキシブルに使うことで校
舎全体がアクティブ・ラーニングスペースと
なることを表している。 

 
 

 

（３）オープンスペースに配置されている家
具をそれぞれが持つ要素に着目し分類した
ところ、家具は 4 タイプに分けられた．PCな
どを利用して 1人で主体的に学習するのに適
した Individual Work 家具、数人のグループ
で囲われた場所で仲間意識を持ち対話しな
がら学習する Group Territory家具、活動に
合わせてレイアウトを変えられる Free 
Layout家具、児童生徒同士や教員が集団の中
で交流する Social 家具である。Social 家具
は、アクティブ・ラーニングにおいて個々の
活動をつなげる重要な役割を担う。その位置
によって家具配置パターンの特徴がみられ
た（図４）。「Social家具交点型」は、個別指
導用の Social 家具を動線の交点に配置する
パターンで、エリアン内の細かなアクセスを
促し個別学習主体の授業に対応する。
「Social 家具中心型」は、オープンスペース
の中央に Social 家具を配置し、周囲にその
他のタイプの家具を配置するパターンで、学
習集団や活動の切り替えをエリア内で円滑
に展開できる。以上、家具の配置パターンは
学校の教育・学習方法によって異なり，調査
校ではそれらに応じた配置を取っていた。 
 「Social 家具交点型」は個別学習特化型な
ので、多様な活動を支援する「Social 家具中
心型」の方が、新学習指導要領が示す主体
的・対話的・深い学びのためのアクティブ・
ラーニングに対応しており日本の公立学校
において適応されやすいと考える。 
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図 4 家具タイプと動線の配置 
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